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令和５年度 事業評価監視委員会 再評価付帯意見に対する取組 

 

① No.9 地震・高潮対策事業 二級河川馬込川においては、事業の情報発

信基地 として設置した「馬込川水門インフォメーションセンター」

において、VR や AR を活用したわかりやすい情報発信を実施するな

ど、地域住民への理解促進に加え、インフラ施設の PR としての取組

が図られている。 

地域に寄り添った事業推進の良い取り組みとして展開を図るととも

に、事業完了後も防災教育を含めた PR を継続的に実施し、さらなる

地域の防災力向上に努められたい。 

 

（交通基盤部河川砂防局河川海岸整備課） 

 

 ・ VR や AR を活用した事業推進の展開については、清水海岸で実施している

「三保松原」の 景観改善に向けて、今後整備する離岸堤の視点場からの見え

方について、ＡＲを活用した 景観検討を行いました。 

・ 今後も、VR や AR によるわかりやすい情報発信を他事業にも展開するとと

もに、事業完了後においても、地元市町と連携した出前講座等を開催し、防災

教育を含めた PR や、地域の防災力向上に努めてまいります。 
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令和５年度 事業評価監視委員会 再評価付帯意見に対する取組 

 

② バイパス整備などを含む道路事業については、県民からの要望を踏まえ、 

早期完成を目指すとともに、現道の活用方法にも配慮することが重要で 

ある。 

また、Ｎｏ.５道路改良事業  一般国道 414 号静浦バイパスにおいては、 

バイパス整備による渋滞緩和や地域間のアクセス向上等の効果に加え、 

現道については、歩行者に配慮した道路空間づくりを検討するなど、バ 

イパスと現道の一体的な整備の推進に努められたい。 

（交通基盤部道路局 道路整備課） 

 

  バイパス整備により通過交通がバイパスに転換されることで、現道の交通

量が減少し、渋滞緩和や歩行者などの安全性向上が見込まれます。限られた道

路空間を有効活用するため、バイパス整備に合わせて現道の活用方法を検討

しています。 

 

  なお、一般国道 414 号静浦バイパスにおいては、令和４年度末に延長 2.5km

の優先整備区間を供用開始したことにより、現道の交通量が減少し、バイパス

整備により現道の交通分散が図られました。 

  現道については、地域の声を聞きながら、歩行者に配慮した道路空間づくり

などに努めています。 
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・ バイパス整備などを含む道路事業については、県民からの要望を踏まえ、早期完成を目指

すとともに、現道の活用方法にも配慮することが重要である。

・ また、Ｎｏ.５道路改良事業 一般国道414号静浦バイパスにおいては、バイパス整備による

渋滞緩和や地域間のアクセス向上等の効果に加え、現道については、歩行者に配慮した

道路空間づくりを検討するなど、バイパスと現道の一体的な整備の推進に努められたい。

再評価 ご意見②

○取組内容

令和５年度 委員会付帯意見に対する取組

・ バイパス整備により通過交通がバイパスに転換されることで､現道の交通量が減少し､渋滞

緩和や歩行者などの安全性向上が見込まれます。限られた道路空間を有効活用するため、

バイパス整備に合わせて現道の活用方法を検討しています。

・ 一般国道414号静浦バイパスにおいては、令和４年度末に延長2.5kmの優先整備区間を供

用開始したことにより、現道の交通量が減少し、バイパス整備により現道の交通分散が図ら

れました。

現道については、地域の声を聞きながら、歩行者に配慮した道路空間づくりなどに努めてい

ます。

令和５年度 委員会付帯意見に対する取組

写真・図面等

写真①

至 沼津市街地 至 伊豆の国市

写真②

至 伊豆の国市

写真③

※県道三島富士線の事例

■ 一般国道414号静浦バイパスの現道

■ 歩行空間の改善事例（現道の活用方法）

改善前 改善後
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令和５年度 事業評価監視委員会 再評価付帯意見に対する取組 

 

③農業農村整備事業 朝霧高原のおいては、引き続きコスト面の管理を徹底

するとともに、農業振興・地域振興を目的に実施されているインバウンド

対応やグリーンツーリズムについて、継続的な取組を推進されたい。また、

これらの取組の効果については、定量的な分析の検討に加え、県民への積

極的な広報の実施に努められたい。 

（経済産業部農地局農地保全課） 

 

・ 本事業では、建設発生土を酪農が盛んな本地域の牧草地に有効活用する

など、農業振興と併せたコスト面の管理を引き続き徹底していきます。 

・ 事業実施を契機に設立されたＮＰＯ法人猪之頭振興協議会では、インバ

ウンドツアーを積極的に誘致しており、ツアーコースの魅力をさらに高

めるため、現在「水車のある原風景」復活に向けた水車の製作に取り組

んでいます。取組が継続されるよう支援していくとともに、受け入れた

ツアーの回数や参加人数の定量的な分析を行います。加えて、農村地域

の情報発信を目的とした季刊誌やＳＮＳなどを活用し、県内外への積極

的な情報発信に努めてまいります。 

 

資料8-9



No.２農業農村整備事業朝霧高原においては、引き続きコスト面の管理を徹底するとともに、農業振興・地域振興を目
的に実施されているインバウンド対応やグリーンツーリズムについて、継続的な取組を推進されたい。また、これらの
取組の効果については、定量的な分析の検討に加え、県民への積極的な広報の実施に努められたい。

再（事後）評価 ご意見

○取組内容

令和５年度 委員会付帯意見に対する取組

建設発生土有効活用したコスト縮減

建設発生土を近隣の凹凸のある牧草地に処理
平坦化により優良な放牧地となり農村振興にも貢献 むらサポHP

インスタグラム

季刊誌
「むらのおと」

猪之頭振興協議会のインバウンドツアー取組状況 県内外に向けての情報発信

コロナ禍

水車の設計

インバウンドツアー

41

98

水車設置箇所整地

・ 本事業では、建設発生土を酪農が盛んな本地域の牧草地に有効活用するなど、農業振興と併せたコスト面の管
理を引き続き徹底していきます。

・ 事業実施を契機に設立されたＮＰＯ法人猪之頭振興協議会では、インバウンドツアーを積極的に誘致しており、
ツアーコースの魅力をさらに高めるため、現在「水車のある原風景」復活に向けた水車の製作に取り組んでいます。
取組が継続されるよう支援していくとともに、受け入れたツアーの回数や参加人数の定量的な分析を行います。
加えて、農村地域の情報発信を目的とした季刊誌やＳＮＳなどを活用し、県内外への積極的な情報発信に努めてま
いります。
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令和５年度 事業評価監視委員会 事後評価付帯意見に対する取組 

 

① 農業農村整備事業 天竜川下流寺谷地区においては、土地改良区等の地元

組織と連携した農業用水路の維持管理や排水管理の実施が図られている。

農地整備事業については、今後も適切に生産性向上や農地の集積・集約化

を目的とした事業の推進を図るとともに、地元組織と連携した保全管理の

取組を継続し、活動の更なる拡大に努められたい。 

（経済産業部農地整備課） 

 

・ 畦畔撤去による水田の大区画化や暗渠排水等の施工による汎用化等の基盤

整備を引続き推進するとともに、担い手への農地の集積・集約化を加速化

することにより、生産性を向上します。 

・ 地元組織と連携した農地・農業用水路等の保全管理の取組は、天竜川下流

寺谷地区を含め多くの地区で実施され、効果が発揮されています。このた

め、地元組織への支援（多面的機能支払制度）を継続することに加え、活

動の新たな地域への拡大を推進してまいります。 
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農業農村整備事業 天竜川下流寺谷地区においては、土地改良区等の地元組織と連携した農業用水路の維持管
理や排水管理の実施が図られている。農地整備事業については、今後も適切に生産性向上や農地の集積・集約化
を目的とした事業の推進を図るとともに、地元組織と連携した保全管理の取組を継続し、活動の更なる拡大に努めら
れたい。

事後評価 ご意見

○取組内容

・畦畔撤去による水田の大区画化や暗渠排水等の施工による汎用化等の基盤整備を引続き推進するとともに、担
い手への農地の集積・集約化を加速化することにより、生産性を向上します。
・地元組織と連携した農地・農業用水路等の保全管理の取組は、天竜川下流寺谷地区を含め多くの地区で実施さ
れ、効果が発揮されています。このため、地元組織への支援（多面的機能支払制度）を継続することに加え、活動
の新たな地域への拡大を推進してまいります。

令和５年度 委員会付帯意見に対する取組

整備前 整備後

基盤整備の実施 保全管理の取組

Google Earth

経営体育成基盤整備事業 高根西部山之尻地区

水路の泥上げ

畔の草刈り
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令和５年度 事業評価監視委員会 事後評価付帯意見に対する取組 

 

② 農地を保全する事業においては、近年、激甚化・頻発化する豪雨に対し、

地域の営農や生活環境を守るため、排水施設整備等による湛水被害の軽減

が一層求められている。今後、排水機場の迅速な稼働や操作員の安全性確

保のため、遠隔監視制御の導入や適時適切な補修更新などの推進に努めら

れたい。 

（経済産業部農地保全課） 

 

  県では、排水機場の迅速かつ確実な稼働や操作員の安全性確保や作業の

省力化のために、排水機場の遠隔監視制御システムの導入を推進してい

ます。 

  令和５年度末までに、浜松市、富士市及び磐田市の 16 機場で整備が完了

しており、令和６年度には袋井市外５市１町の 27 機場で新規事業に着手

しました。 

  また、排水機場内のポンプ・電気設備等の施設については、県内 108 箇

所全ての排水機場で、機能診断、性能評価等を実施し、施設の長寿命化

を図るための機能保全計画を作成しており、本計画に基づき、基幹水利

施設ストックマネジメント事業などにより、適時適切な補修更新を実施

しています。 

  今後も、計画的に遠隔監視制御システムを導入するとともに、施設の適

切な補修更新を行うことで、頻発化・激甚化する自然災害から地域の営

農や生活環境を守り、安全・安心な県土づくりに努めてまいります。 
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令和５年度 委員会付帯意見に対する取組

農地を保全する事業においては、近年、激甚化・頻発化する豪雨に対し、地域の営農や生活環境を
守るため、排水施設整備等による湛水被害の軽減が一層求められている。今後、排水機場の迅速
な稼働や操作員の安全性確保のため、遠隔監視制御の導入や適時適切な補修更新などの推進に
努められたい。

事後評価 ご意見②

○取組内容１（遠隔監視制御の導入）
• 県では、排水機場の迅速かつ確実な稼働や操作員の安全性確保及び作業の省力化のために、

排水機場の遠隔監視制御システムの導入を推進しています。
• 令和５年度末までに、浜松市、富士市及び磐田市の16機場で整備が完了しており、令和６年度に

は袋井市外５市１町の27機場で新規事業に着手しました。今後も、計画的に遠隔監視制御システ
ムの導入を実施してまいります。

発電計画位置

遠隔監視制御システム 【導入事例：R4完成】浜松南部地区

Webカメラ
(ﾎﾟﾝﾌﾟ監視)

Webカメラ
(外水位監視)

ﾗｲﾌﾞｶﾒﾗ

制御システム画面

令和５年度 委員会付帯意見に対する取組

農地を保全する事業においては、近年、激甚化・頻発化する豪雨に対し、地域の営農や生活環境を
守るため、排水施設整備等による湛水被害の軽減が一層求められている。今後、排水機場の迅速
な稼働や操作員の安全性確保のため、遠隔監視制御の導入や適時適切な補修更新などの推進に
努められたい。

事後評価 ご意見②

○取組内容２（適時適切な補修更新）
• 排水機場内のポンプ・電気設備等の施設については、県内108箇所全ての排水機場で、機能診

断、性能評価等を実施し、施設の長寿命化を図るための機能保全計画を作成しており、本計画に
基づき、基幹水利施設ストックマネジメント事業などにより、補修更新を実施しています。

• 今後も、機能保全計画を適時更新するとともに、計画に基づいた適切な補修更新を実施してまい
ります。

電気盤更新 主ポンプ更新新設電気盤試運転 主ポンプ更新

基幹水利施設ストックマネジメント事業による設備補修更新
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